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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 35,212 △3.2 2,588 33.2 2,896 26.7 1,998 64.9

2021年３月期 36,391 △10.1 1,943 38.2 2,286 36.6 1,211 74.5

（注）包括利益 2022年３月期 2,163百万円（△16.7％） 2021年３月期 2,596百万円（231.6％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 163.74 － 6.5 7.1 7.4

2021年３月期 99.43 － 4.3 6.2 5.3

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 21百万円 2021年３月期 48百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 42,853 31,636 73.8 2,591.51

2021年３月期 38,909 29,690 76.3 2,434.82

（参考）自己資本 2022年３月期 31,633百万円 2021年３月期 29,687百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 2,031 △1,877 883 15,316

2021年３月期 4,292 △1,016 1,181 14,274

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00 243 20.1 0.9

2022年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00 243 12.2 0.8

2023年３月期（予
想） － 0.00 － － － －

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）１．2022年３月期の期末配当金の内訳　　普通配当　12円00銭　　特別配当　8円00銭
２．2023年３月期の年間配当金については、引き続き安定配当を基本方針としますが、現時点では当該基準日にお

ける配当予定額は未定としております。



（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 △6.3 1,300 △49.8 1,600 △44.8 1,000 △50.0 81.92

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 無

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 12,241,746株 2021年３月期 12,228,029株

②  期末自己株式数 2022年３月期 35,177株 2021年３月期 35,057株

③  期中平均株式数 2022年３月期 12,202,577株 2021年３月期 12,188,256株

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

※  注記事項

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料13ページ「３．連結財務諸表及び主な注記　（５）連結財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）詳細は、添付資料16ページ「１株当たり情報」をご覧ください。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等につきましては、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況　(1) 当期の経営成績の概況」をご覧くださ

い。
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セグメントの名称

2021年３月期
連結会計年度

売上高
（百万円）

2022年３月期
連結会計年度

売上高
（百万円）

対前年同期比較

金額差異
（百万円）

増減率
（％）

鮮魚の販売事業 23,052 22,935 △117 △0.5

餌料・飼料の販売事業 13,315 12,220 △1,095 △8.2

その他の事業 22 56 33 147.2

合　　計 36,391 35,212 △1,178 △3.2

１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み、行動制限が緩和される

なか経済活動に回復の動きがみられたものの、2022年１月以降のオミクロン株による感染急拡大に加え、ウクライナ

情勢等に起因する世界的な経済活動の停滞や資源価格の上昇等が懸念されるなど、先行きは依然として不透明な状況

が続いております。

　当養殖業界におきましては、コロナ禍において外食産業の不振が続き鮮魚の取扱量が伸び悩むなど、経営環境は厳

しい状況が続いております。

　こうした状況の中、当社グループの「鮮魚の販売事業」は、魚価は底値から回復してきたものの主力商品であるタ

イ・ハマチの販売数量が減少し減収となりました。また、「餌料・飼料の販売事業」は、生餌・配合飼料の販売数量

が減少し減収となりました。

　一方、利益面では前期災害による被害があった西日本養鰻（子会社）のウナギ事業が今期は順調に推移し、また、

鮮魚の魚価回復により貸倒引当金の戻入等もあり、各利益は前年実績を上回るものとなりました。

　以上の結果、当連結会計年度の売上高は352億12百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は25億88百万円（前年同

期比33.2％増）、経常利益は28億96百万円（前年同期比26.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は19億98百万

円（前年同期比64.9％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は以下のとおりであります。

（注）セグメント間の取引については、相殺消去しております。

　「鮮魚の販売事業」は、売上高は229億35百万円（前年同期比0.5％減）、セグメント利益は７億70百万円（前年同

期比221.0％増）となりました。

　「餌料・飼料の販売事業」は、売上高は122億20百万円（前年同期比8.2％減）、セグメント利益は17億39百万円

（前年同期比4.1％増）となりました。

　「その他の事業」は、売上高は56百万円（前年同期比147.2％増）、セグメント利益は17百万円（前年同期比

20.1％増）となりました。

　なお、セグメント間の取引については相殺消去しております。

- 2 -

㈱ヨンキュウ（9955）　2022年3月期　決算短信



(2) 当期の財政状態の概況

（資産）

　当連結会計年度末における流動資産合計は299億63百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億54百万円（9.7

％）増加いたしました。これは主に現金及び預金、仕掛品の増加、貸倒引当金の減少等によるものであります。

　固定資産合計は128億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億90百万円（11.1％）増加いたしました。こ

れは主に三崎加工場（神奈川県三浦市）の新設に伴う建設仮勘定の計上、時価上昇による投資有価証券の増加等に

よるものであります。

　この結果、資産合計は428億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ39億44百万円（10.1％）増加いたしまし

た。

（負債）

　当連結会計年度末における流動負債合計は76億65百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億21百万円

（20.8％）増加いたしました。これは主に短期借入金、支払手形及び買掛金の増加等によるものであります。

　固定負債合計は35億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億77百万円（23.6％）増加いたしました。これ

は主に長期借入金、繰延税金負債の増加等によるものであります。

　この結果、負債合計は112億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億98百万円（21.7％）増加いたしまし

た。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産合計は316億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億46百万円（6.6％）

増加いたしました。これは主に利益剰余金の増加等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は73.8％（前連結会計年度末は76.3％）となりました。

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は153億16百万円となり、前連結会計年度

末に比べ10億42百万円（7.3％）増加いたしました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は20億31百万円（前年同期比52.7％減）となり、これは主に税金等調整前当期純利

益の計上、棚卸資産の増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は18億77百万円（前年同期比84.7％増）となり、これは主に有形固定資産の取得に

よる支出、投資有価証券の取得による支出等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は８億83百万円（前年同期比25.2％減）となり、これは主に長期借入れによる収

入、配当金の支払い等によるものであります。
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(4) 今後の見通し

　日本経済は、新型コロナウイルス感染症の流行拡大が長期化し、未だに収束時期が見通せない状況にあるなか、　

ウクライナ情勢等により世界経済の停滞や資源価格の上昇など経済活動への影響が顕れております。

　次期の連結業績予想につきましては、コロナ禍で販売数量の低迷が見込まれることに加え、昨年春のハマチ稚魚

（モジャコ）の不漁や病死等により、ハマチの総在池尾数が例年に比べ少なくなっており、次期出荷予定のハマチが

品薄状態であること、また、それに伴う餌料・飼料の販売事業における販売数量の減少が見込まれ、さらに円安の進

行により諸経費の高騰やウナギ稚魚の不漁による稚魚価格の上昇なども相まって、減収減益予想としております。

　以上のことから、次期の連結業績予想数字は、売上高330億円、営業利益13億円、経常利益16億円、親会社株主に

帰属する当期純利益10億円を見込んでおります。

　なお、今後業績予想の修正が必要と判断される場合には速やかにお知らせいたします。

(5) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社の利益配分の基本方針は、業績・財政状況及び将来の企業価値向上に向けた事業投資のための資金需要等を総

合的に勘案した上で、安定した配当を継続的に行うことを基本方針とし、当期の期末配当金につきましては、１株当

たり20円（内、特別配当８円）の配当を実施予定であります。

　なお、次期の年間配当金については、引き続き安定配当を基本方針としますが、現時点では当該基準日における配

当予想額は未定としております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,930,288 21,032,471

受取手形及び売掛金 5,677,342 －

受取手形 － 1,401,994

売掛金 － 4,230,136

商品及び製品 538,355 631,262

仕掛品 1,600,982 2,172,725

原材料及び貯蔵品 29,021 33,144

短期貸付金 182,822 352,178

その他 294,896 562,677

貸倒引当金 △944,160 △452,638

流動資産合計 27,309,548 29,963,952

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,524,775 4,179,086

減価償却累計額 △1,737,535 △2,144,393

建物及び構築物（純額） 1,787,239 2,034,693

機械装置及び運搬具 3,092,763 3,420,833

減価償却累計額 △2,285,815 △2,495,423

機械装置及び運搬具（純額） 806,948 925,409

工具、器具及び備品 920,281 921,125

減価償却累計額 △796,082 △828,989

工具、器具及び備品（純額） 124,198 92,136

土地 1,214,011 1,214,011

建設仮勘定 － 665,193

有形固定資産合計 3,932,398 4,931,445

無形固定資産 168,362 120,827

投資その他の資産

投資有価証券 6,994,431 7,438,050

長期貸付金 554,501 554,501

投資不動産 661,303 321,078

減価償却累計額 △442,362 △159,330

投資不動産（純額） 218,940 161,748

繰延税金資産 92,153 51,023

その他 307,398 305,200

貸倒引当金 △668,347 △672,753

投資その他の資産合計 7,499,078 7,837,770

固定資産合計 11,599,839 12,890,042

資産合計 38,909,388 42,853,995

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,085,273 2,683,045

短期借入金 3,172,500 3,772,500

未払法人税等 461,033 330,032

賞与引当金 21,704 25,903

その他 604,135 854,459

流動負債合計 6,344,646 7,665,940

固定負債

長期借入金 2,044,375 2,571,875

役員退職慰労引当金 221,537 251,838

退職給付に係る負債 283,391 271,168

資産除去債務 35,779 36,227

繰延税金負債 289,370 420,518

固定負債合計 2,874,454 3,551,628

負債合計 9,219,100 11,217,568

純資産の部

株主資本

資本金 2,716,221 2,729,499

資本剰余金 3,652,951 3,666,246

利益剰余金 21,785,160 23,539,330

自己株式 △18,915 △19,194

株主資本合計 28,135,417 29,915,882

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,552,313 1,717,574

その他の包括利益累計額合計 1,552,313 1,717,574

非支配株主持分 2,555 2,970

純資産合計 29,690,287 31,636,427

負債純資産合計 38,909,388 42,853,995
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 36,391,435 35,212,544

売上原価 30,530,913 29,563,541

売上総利益 5,860,522 5,649,003

販売費及び一般管理費 3,916,947 3,060,321

営業利益 1,943,574 2,588,681

営業外収益

受取利息 96,750 69,776

受取配当金 128,612 146,549

投資不動産賃貸料 27,262 26,564

持分法による投資利益 48,999 21,848

受取賃貸料 11,640 10,984

その他 60,118 59,498

営業外収益合計 373,383 335,222

営業外費用

支払利息 5,393 6,671

投資不動産賃貸費用 18,207 10,285

固定資産除却損 4,562 3,578

その他 2,711 6,950

営業外費用合計 30,875 27,485

経常利益 2,286,082 2,896,418

特別利益

投資有価証券売却益 1,320 －

特別利益合計 1,320 －

特別損失

減損損失 15,020 8,629

固定資産除却損 24,583 －

投資有価証券評価損 1,702 82,420

災害による損失 345,915 －

特別損失合計 387,221 91,050

税金等調整前当期純利益 1,900,180 2,805,368

法人税、住民税及び事業税 761,644 692,329

法人税等調整額 △73,688 114,646

法人税等合計 687,956 806,975

当期純利益 1,212,224 1,998,393

非支配株主に帰属する当期純利益 296 364

親会社株主に帰属する当期純利益 1,211,927 1,998,028

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 1,212,224 1,998,393

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,384,900 164,386

持分法適用会社に対する持分相当額 △276 924

その他の包括利益合計 1,384,624 165,310

包括利益 2,596,848 2,163,703

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,596,415 2,163,288

非支配株主に係る包括利益 432 415

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,702,945 3,639,674 20,719,352 △18,626 27,043,345

当期変動額

新株の発行 13,276 13,276 26,553

剰余金の配当 △146,119 △146,119

親会社株主に帰属する当期
純利益 1,211,927 1,211,927

自己株式の取得 △289 △289

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 13,276 13,276 1,065,808 △289 1,092,071

当期末残高 2,716,221 3,652,951 21,785,160 △18,915 28,135,417

その他の包括利益累
計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

当期首残高 167,825 2,123 27,213,294

当期変動額

新株の発行 26,553

剰余金の配当 △146,119

親会社株主に帰属する当期
純利益 1,211,927

自己株式の取得 △289

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 1,384,488 432 1,384,920

当期変動額合計 1,384,488 432 2,476,992

当期末残高 1,552,313 2,555 29,690,287

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,716,221 3,652,951 21,785,160 △18,915 28,135,417

当期変動額

新株の発行 13,278 13,278 26,556

剰余金の配当 △243,859 △243,859

親会社株主に帰属する当期
純利益 1,998,028 1,998,028

自己株式の取得 △283 △283

自己株式の処分 17 5 23

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 13,278 13,295 1,754,169 △278 1,780,464

当期末残高 2,729,499 3,666,246 23,539,330 △19,194 29,915,882

その他の包括利益累
計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

当期首残高 1,552,313 2,555 29,690,287

当期変動額

新株の発行 26,556

剰余金の配当 △243,859

親会社株主に帰属する当期
純利益 1,998,028

自己株式の取得 △283

自己株式の処分 23

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 165,260 415 165,675

当期変動額合計 165,260 415 1,946,139

当期末残高 1,717,574 2,970 31,636,427

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,900,180 2,805,368

減価償却費 518,263 566,299

減損損失 15,020 8,629

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 29,670 30,300

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,632 4,199

貸倒引当金の増減額（△は減少） △78,307 △487,116

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14,342 △12,223

受取利息及び受取配当金 △225,363 △216,326

支払利息 5,393 6,671

持分法による投資損益（△は益） △48,999 △21,848

固定資産売却損益（△は益） △1,526 △1,121

固定資産除却損 29,146 3,578

投資有価証券評価損益（△は益） 1,702 82,420

投資有価証券売却損益（△は益） △1,320 －

投資不動産賃貸収入 △27,262 △26,564

投資不動産賃貸費用 18,207 10,285

売上債権の増減額（△は増加） 1,405,509 △39,960

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,609,925 △668,773

仕入債務の増減額（△は減少） △286,674 597,772

未払消費税等の増減額（△は減少） △54,237 △196,372

その他 △64,063 203,484

小計 4,757,978 2,648,703

利息及び配当金の受取額 233,418 210,730

利息の支払額 △5,415 △7,758

法人税等の支払額 △693,325 △820,251

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,292,655 2,031,424

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △59,621 △60,021

投資有価証券の取得による支出 △729,669 △282,036

投資有価証券の売却による収入 107,300 －

有形固定資産の取得による支出 △311,976 △1,459,008

有形固定資産の売却による収入 1,282 1,490

無形固定資産の取得による支出 △49,275 △22,872

出資金の払込による支出 △10 －

投資不動産の取得による支出 △2,604 △470

投資不動産の賃貸による収入 27,262 26,564

投資不動産の賃貸による支出 △11,240 △7,270

貸付けによる支出 △446,229 △577,059

貸付金の回収による収入 482,904 488,469

その他 △24,995 14,430

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,016,873 △1,877,783

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 700,000 500,000

長期借入れによる収入 1,000,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △372,500 △372,500

自己株式の取得による支出 △289 △283

自己株式の売却による収入 － 23

配当金の支払額 △146,183 △243,826

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,181,026 883,412

現金及び現金同等物に係る換算差額 822 5,107

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,457,631 1,042,162

現金及び現金同等物の期首残高 9,816,744 14,274,376

現金及び現金同等物の期末残高 14,274,376 15,316,538
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項

に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認

識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当連結会計年度の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありま

せん。

　また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」、「売掛金」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準第89－２項に

定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、養殖漁業の総合支援事業を展開しており、当該セグメントは、その取り扱う製品・サービス別のセグ

メントから構成し、「鮮魚の販売事業」及び「餌料・飼料の販売事業」の２つを報告セグメントとしておりま

す。

　各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類は以下のとおりであります。

・「鮮魚の販売事業」は、主にタイ、ハマチ、カンパチ、雑魚（天然魚含む）、稚魚、人工ふ化稚魚、加工

品、マグロ、ウナギ等の販売であります。

　なお、「鮮魚の販売事業」には、持分法適用関連会社（株式会社最上鮮魚）の鮮魚小売業が含まれており

ます。

・「餌料・飼料の販売事業」は、主に生餌、配合飼料、モイストペレット等の販売であります。

・「その他」は、連結子会社の一般貨物運送事業であります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　当該報告セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等に準じて処理した

ものであります。

　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

連結
財務諸表
計上額

（注）３
鮮魚の販売
事業

餌料・飼料
の販売事業

計

売上高

外部顧客への売上高 23,052,665 13,315,956 36,368,621 22,813 36,391,435 － 36,391,435

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － 483,664 483,664 237,376 721,040 △721,040 －

計 23,052,665 13,799,621 36,852,286 260,189 37,112,476 △721,040 36,391,435

セグメント利益 240,121 1,670,390 1,910,511 14,761 1,925,272 18,302 1,943,574

セグメント資産 7,138,790 5,747,610 12,886,401 52,136 12,938,537 25,970,850 38,909,388

その他の項目

減価償却費 389,239 95,843 485,083 7,877 492,960 32,269 525,230

貸倒引当金繰入額 △75,164 11,165 △63,998 － △63,998 － △63,998

持分法投資利益 48,999 － 48,999 － 48,999 － 48,999

特別利益 － － － － － 1,320 1,320

(投資有価証券売却益) － － － － － 1,320 1,320

特別損失 374,001 11,518 385,519 － 385,519 1,702 387,221

（減損損失） 15,020 － 15,020 － 15,020 － 15,020

(固定資産除却損) 13,065 11,518 24,583 － 24,583 － 24,583

（投資有価証券評価損） － － － － － 1,702 1,702

(災害による損失) 345,915 － 345,915 － 345,915 － 345,915

持分法適用会社への

投資額
123,930 － 123,930 － 123,930 － 123,930

有形固定資産及び

無形固定資産の増加

額

208,169 49,947 258,116 22,000 280,116 83,951 364,067

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

連結
財務諸表
計上額

（注）３
鮮魚の販売
事業

餌料・飼料
の販売事業

計

売上高

外部顧客への売上高 22,935,614 12,220,541 35,156,156 56,388 35,212,544 － 35,212,544

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － 514,201 514,201 234,896 749,098 △749,098 －

計 22,935,614 12,734,743 35,670,357 291,285 35,961,643 △749,098 35,212,544

セグメント利益 770,883 1,739,597 2,510,481 17,735 2,528,216 60,465 2,588,681

セグメント資産 8,418,359 5,050,077 13,468,437 61,754 13,530,191 29,323,803 42,853,995

その他の項目

減価償却費 423,135 88,468 511,604 17,104 528,708 40,600 569,308

貸倒引当金繰入額 △28,836 △458,280 △487,116 － △487,116 － △487,116

持分法投資利益 21,848 － 21,848 － 21,848 － 21,848

特別損失 8,629 － 8,629 － 8,629 82,420 91,050

（減損損失） 8,629 － 8,629 － 8,629 － 8,629

（投資有価証券評価損） － － － － － 82,420 82,420

持分法適用会社への

投資額
145,915 － 145,915 － 145,915 － 145,915

有形固定資産及び

無形固定資産の増加

額

1,403,501 34,898 1,438,399 21,230 1,459,629 14,807 1,474,437

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント利益 18,302千円 60,465千円

セグメント間取引消去における内部利益

その他調整額

13,202

5,099

55,360

5,104

セグメント資産 25,970,850千円 29,323,803千円

本社管理部門に対する債権の相殺消去

報告セグメントに属さない全社資産

△1,087,354

27,058,204

△974,074

30,297,878

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社の一般貨物運送事業

であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前連結会計年度
（2021年３月31日）

当連結会計年度
（2022年３月31日）

１株当たり純資産額 2,434.82 円 １株当たり純資産額 2,591.51 円

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当連結会計年度
（2022年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 29,690,287 31,636,427

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 2,555 2,970

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 29,687,731 31,633,456

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（千株）
12,192 12,206

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

　　至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

　　至　2022年３月31日）

１株当たり当期純利益 99.43 円 １株当たり当期純利益 163.74 円

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 1,211,927 1,998,028

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（千円）
1,211,927 1,998,028

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,188 12,202

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

２．１株当たり当期純利益

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

４．その他

役員の異動

①　代表取締役の異動

該当事項はありません。

②　その他の役員の異動

・新任取締役候補

取締役　山口　博規（現　執行役員内部監査室長）

③　就任予定日

2022年６月23日
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